






 ②都市部に住む若者の田舎暮らしへのニーズは高まっていることから、引き続き関係市町と共同で三大都

市圏における移住セミナーや相談会の開催等に取り組むとともに、年々成約件数が伸びている空き家バ

ンクの状況や先輩移住者の体験談など三重の田舎暮らしの情報をホームページやメールマガジンなどで

効果的に発信します。また、移住相談会等参加者へのフォローアップや市町の受け入れ体制の充実、移

住関係者のネットワークづくりに継続して取り組みます。 

 ③大学と連携した集落機能を維持するためのモデル的な取組については、平成 26 年度から開始している

鳥羽市での取組を継続し、南伊勢町、御浜町、紀宝町については、市町主体の取組へと移行します。ま

た、地域おこし協力隊の活用など市町の実情に応じた取組を支援するとともに、サポート人材のスキル

アップと集落支援の取組の波及に向けて、関係者による情報共有や学び合い、成果発表の場づくりや交

流の場づくりに取り組みます。 

 ④住民により身近な存在である市町職員や地域に入って活性化に取り組む地域おこし協力隊など住民の

主体的な取組をサポートする人材が不可欠であり、その育成について継続的に取り組んでいく必要があ

ることから、「ディスカッションリーダー養成講座」など人づくりの取組を引き続き進めます。 

 ⑤地域資源を活用した事業への支援については、平成 26 年度採択分を継続して支援することにより事業

展開や事業拡大を促進し、雇用の場の確保につなげます。 

 ⑥地域において農林水産業や雑貨店経営等で活躍する女性を取り上げるなど、生き生きと働く若者に焦点

を当て、南部地域における多様なライフスタイルを発信するとともに、交流の場づくりを行うことで、

若者の南部地域への関心を高めます。 

⑦紀伊半島大水害からの復興状況を踏まえ、関係者と連携して地域の資源や魅力を生かした観光振興、産

業振興等に取り組むことにより復興を確実なものとします。 

 ⑧熊野古道センターでは、古道をはじめとする地域資源の魅力を発信する企画展、交流イベントや体験教

室等を展開することにより、情報発信、集客交流の拡大を図ります。紀南中核的交流施設では、魅力的

な宿泊プラン等の設定、地域資源を活用した体験プログラムの実施や地域と連携したイベントの開催等

により、集客交流の機能を充実させていきます。 

 ⑨東紀州地域振興公社が引き続き地域振興の取組を総合的に推進する地域のコーディネーターとしての

役割を果たし、観光振興、産業振興および 10周年を契機とした熊野古道の保全と活用を一層促進します。 

 ⑩熊野古道世界遺産登録 10 周年による賑わいを継続し、次の 10年につなげていくために、26年度に改定

する熊野古道アクションプログラムに基づき、おもてなしの向上など地域が主体となった受入体制の充

実、伊勢から熊野までのすべての道程をつなぐ取組の促進、大都市圏等への継続的な情報発信などによ

る誘客促進に取り組むとともに、魅力ある地域資源を生かした仕掛けづくりにより、来訪者の周遊性、

滞在性を向上させることで交流人口の拡大を図り地域経済の活性化につなげます。 

また、古道の保全や伝承に携わる担い手育成につなげるため、「熊野古道サポーターズクラブ」を活用し、

熊野古道を守り、その価値を次世代に伝えていくための体制を強化します。 

⑪県内の木質バイオマス発電施設の安定的な稼働に向けて、引き続き地域林業活性化協議会等と連携し、

木質バイオマスを安定的に供給できる体制づくりに取り組みます。 

⑫南部地域における多様なニーズに対応するため、庁内で情報共有を図り、関係部局の施策や基金を有効

に活用するとともに国の施策に関する情報を適切に市町等へ提供するなど、南部地域の活性化に向けて

幅広く取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 





 

⑨熊野古道センター運営事業【地域連携部】 

   予算額：(26)  ６８，８３５千円 → (27) ６９，１８３千円 

   事業概要：熊野古道センターにおいて、熊野古道を核とする魅力ある企画展や地域と連携した交流イベ 

ントの実施、情報発信等により集客交流を促進します。 

 

  ⑩紀南中核的交流施設整備事業【地域連携部】 

   予算額：(26)  ２８５，２９２千円 → (27) ２８５，２９１千円 

   事業概要：紀南中核的交流施設において、事業者の独立採算により運営を行うことを条件とし、整備等 

にかかる費用の一部を補助することにより集客交流を促進します。 

 

⑪東紀州地域振興推進事業【地域連携部】 

   予算額：(26) １９，２０８千円 → (27)  １６，１５５千円 

   事業概要：東紀州地域振興公社において、観光商品づくりやエージェントセールスなどにより集客交流

を図るとともに、物産展等を通じた販路開拓などの取組により、地域の活性化につなげます。 

 

  ⑫（新）熊野古道活用促進事業【地域連携部】 

   予算額：(26)      －  千円 → (27) ３３，２１６千円 

   事業概要：熊野古道の価値を次世代に伝える体制づくりや、伊勢から熊野をつなぐ環境整備等に取り組

むことにより、交流人口の拡大と地域経済の活性化を図ります。 

 

 

⑬（新）みえの森林・林業ＲｅＢＯＲＮ事業（一部）【農林水産部】 

 予算額：(26)     －  千円 → (27)  ６，０００千円 

事業概要：需要が増加している木質チップへの原料供給を拡大するため、地理的条件が不利な東紀州

地域からの木質チップ原料の運搬経費について支援します。 

 

⑭木質バイオマスエネルギー利用促進事業【農林水産部】（再掲） 

 予算額：(26)  ８，４７１千円 → (27)  ５，８５３千円 

事業概要：木質バイオマスの安定供給体制を構築するため、木質バイオマス推進員の普及活動、木質

チップ原料を供給する事業者の収集・運搬機械導入や新たな雇用等を支援します。 

 

 

 


